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⑥当初の研究目的（交付申請書に記載した研究目的を簡潔に記入してください。）  
 
本研究では、これまで特別観測が困難であった東シナ海東部海上のメソ対流系について、航空機観測に

より発生・発達機構及び水・エネルギー収支を明らかにすることを目的として以下の研究を行う。 
 

1.気象庁から提供される客観解析データを初期値に用い、雲解像モデルによる数値予測実験を観測対象領

域について行い航空機観測の飛行経路を決定するシステムを開発する。 
2.東シナ海東部海上の、1）下層における、梅雨前線北部での冷気の形成及び梅雨前線南側での暖湿流の

構造とメソ対流系の形成位置、2）上層における、梅雨前線北部での氷晶雲の形成及び梅雨前線南側で

の温かい雨のプロセス、について航空機観測により明らかにする。 
3.観測データを解析し、雲解像モデルを用いた数値実験によって東シナ海東部の海上におけるメソ対流系

の発生・発達機構及び水・エネルギー収支を明らかにする。 
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⑦これまでの研究経過（研究の進捗状況について、必要に応じて図表等を用いながら、具体的に記入してください。）

 

東シナ海上の梅雨前線の 100km 程度南側に水蒸気傾度

の大きな、水蒸気前線と呼ぶべき構造の存在が指摘される

ようになったので、その実体を航空機観測で解明すること

を目的とした研究を行った。名古屋大学地球水循環研究セ

ンターで開発している雲解像モデル(CReSS)を用いた数値

実験による「航空機観測の飛行経路を決定するシステム」

で初年度に計算機を購入し、平成 16 年度の 6 月の観測ま

でに開発した（坪木・篠田が担当）。開発したシステムに

よる数値実験の結果を鹿児島空港でネットワークを介し

て受け取り、梅雨前線及び水蒸気前線の推定位置を横断す

る飛行経路を決定し、鹿児島空港から航空機を発進させる

観測を平成 16 年 6 月 24 日と 6 月 27 日に行った（上田・

篠田が担当）。6 月 27 日の観測では、推定された梅雨前線

を高度 500m で北（北緯 32 度、東経 125.2 度）から南（北

緯 28 度、東経 128 度）に横切るような形で飛行を行い、

風向、風速、温度、湿度、を測定した（図 1）。帰路では上

空 12km 付近から★印の地点でドロップゾンデを投下し、

気温、湿度、風向・風速の鉛直プロファイルを測定した。

図２に見られるように CReSS による予測結果において

も、南から北に向かって水蒸気混合比(QV)が急減している

ところ（北緯 29.6 度付近と北緯 30.8 度付近）に水蒸気前

線が存在していたと推定され、水蒸気前線の実体が初めて

観測的に明らかにされた。南側の水蒸気前線は古い水蒸気

前線の名残であると考えられ、北側の水蒸気前線は梅雨前

線に合流する付近のアクティブな水蒸気前線をとらえた

ものであることがその後の解析で明らかになりつつある。 
 
 
 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図２ 2004 年６月 27
日 08 時 54 分～09 時
56 分の高度 500m にお
ける温位(PT)、水蒸気
混 合 化 (QV) 及 び 風
向・風速の時間変化。
航空機は右（北側）か
ら左（南側）へ飛行し
た。水蒸気前線（WVF)
と梅雨前線（ＢＦ）に
対 応 す る と 考 え ら れ
る位置を▼で示した。 

図１ 2004 年６月 27 日 09 時の
CReSS による雨域（青色のコンタ
ー）、高度 250m における風及び発
散量分布（カラー陰影）の計算結
果を示す。太い実験で高度 500m で
実施された航空機観測の経路を、
★印でドロップゾンデ投下位置を
示す。雨域が梅雨前線に相当する
と考えて観測の決行を決断した。  
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⑧特記事項（これまでの研究において得られた、独創性・新規性を格段に発展させる結果あるいは可能性、新たな知見、学問的・学術的なインパク

ト等特記すべき事項があれば記入してください。） 

 

雲解像数値モデル(CReSS)を用いた航

空機観測航路決定システムを開発して

観測に適用した。当刻システム構築のた

めに本科学研究費で購入した計算機シ

ステムでCReSSを用いて12時間先まで

の予報実験を常時行い、気象業務法にふ

れない範囲で数値実験結果を研究室の

ホームページで公開している  (http://w
ww.rain.hyarc.nagoya-u.ac.jp/CReSS/f
cst_exp.html)。  
航空機観測では図3に示した水蒸気前

線の観測概念図の通りの観測を平成16
年6月24日、27日に実施し、水蒸気前線

の存在を初めて実体として示すことができた。

図4に示したように、当初期待した水蒸気前線

の構造が観測され、さらに梅雨前線付近にも水

蒸気前線の存在を確かめたことは今後の研究、

特に大雨の予測方法に新たな知見を与えたも

のである。さらに数値実験による予報実験の結

果を直接利用して観測モード（本研究では飛行

経路）を決定し、航空機観測が可能になったと

いう意味で、新たな精度の高い気象観測方法を

実現させたことは関連研究分野に大きなイン

パクトを与えるものである。  
 本研究による経験をいかして、テレビ番組によ

る台風の目の中の映像撮影のための航空機観測の

指導・協力を行い、台風の目の中の雲の撮影の成

功に貢献した。このことはサイエンスに裏打ちさ

れた社会貢献の一つであるということができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図３ 水蒸気前線の航空機観測概念図 

図４ 2004 年 6月 27日 09 時の GOES9 による赤外
画像（白い部分が雲域）と気象庁客観解析データに
よる 950 hPa の風と収束域（赤色のコンター：7.5
×10－5ｓ－1）。天気図による梅雨前線を停滞前線（実
線）の記号で示し、水蒸気前線の位置を白抜きの停
滞前線（点線）の記号で示した。破線で飛行径路を、
☆印でドロップゾンデ投下位置を指す。客観解析デ
ータの収束域で決めた水蒸気前線の位置について
は、北側の活発な水蒸気前線が飛行経路の位置まで
は到達していないが、航空機観測では北側の水蒸気
前線が航空機の飛行経路に到達していることが確認
された。 

http://www.rain.hyarc.nagoya-u.ac.jp/CReSS/fcst_exp.html
http://www.rain.hyarc.nagoya-u.ac.jp/CReSS/fcst_exp.html
http://www.rain.hyarc.nagoya-u.ac.jp/CReSS/fcst_exp.html
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⑨研究成果の発表状況（この研究費による成果の発表に限り、学術誌等に発表した論文（掲載が確定しているものを含む。）の全

著者名、論文名、学協会誌名、巻（号）、最初と最後のページ､発表年（西暦）、及び国際会議、学会等に

おける発表状況について記入してください。なお、代表的な論文3件に○を、また研究代表者に下線を付し

てください。） 
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